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「「丸丸森森町町ふふるるささとと子子どどもも交交流流事事業業にに参参加加ししてて」」  

  

丸森町ふるさと子ども交流使節団    

団 長  船 山  和 子    

 

私は、今年の「丸森町ふるさと子ども交流事業」の端野町訪問団１６名の

団長を務めさせていただきました。 

今回の研修は７月２８日から３１日までの期間北見市端野町を始め札幌

市などで研修を行って参りましたが、その間団員はお互いに協力し合い事故

もなく交流事業を行ってきました事を先ずは会員の皆様に御報告申し上げ

ます。 

なお、北見市端野町では端野町姉妹都市交流協会の樅山会長を初め、林副

会長や会員の皆様や端野小学校の子ども達の温かい歓迎を受け、更には表敬

訪問の際、端野町総合支所で大勢の職員の皆様にお出迎え頂きました事を併

せて御報告申し上げます。 

さて、今年の訪問団は町内７小学校の５，６年生から成るメンバーで、初

めて顔を合わせた子ども達が殆どのようでしたが、全員が仲良く元気に研修

して参りました。 

研修では、北見市消防署での梯子車体験や松下農園での玉ねぎ収穫体験、

収穫した玉ねぎを使ったカレーライス調理体験など様々な体験を行いまし

たが、どれも子ども達にとってとても有意義で貴重な経験になったと思いま

す。 

特に、昨年１０月に完成したばかりのアドヴィックス常呂カーリングホー

ルで行ったカーリング体験は、端野町の子ども達もしたことの無いもので、

何度も転びながら２時間程氷の上で格闘しましたが、最後には石を滑らせ試

合が出来るまでになりました。子ども達の表情を見ると、このカーリング体

験を通し端野町の子ども達との友情もより一層深まったように感じました。 

また、今年は端野町の子ども達が丸森町に来訪する年ですので、丸森町の

子ども達も再開出来ることを楽しみにしている様子でした。この子ども達の

友情が将来に渡り、端野町との深い絆として繋げて行ってもらいたいと思っ

ております。 

今回の子ども交流事業が子ども達にとって一生の思い出となり、研修で培

った経験を生かし大きく成長し、今後いろいろな場で活躍することを願って

おります。 

最後に、この事業に御尽力下さいました関係各位への御支援と御協力に感

謝申し上げ御報告と致します。 
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平成 26年 7月 28日～

31日の 4日間にわたり、北

海道北見市の端野町へ 20

名(小学生 16 名、引率 4

名)の訪問団を派遣しまし

た。 

今回の派遣先の端野町で

は、端野小学校11名の子ど

も達のほか沢山の方々と交

流し、北海道の生活や自然

を体験・学習し、視野を広め

て参りました。 

また、様々研修プログラ

ムを通し、団員たちは友達

を沢山作り、友情を深めて

きました。 

端野町のほか旭川市旭

山動物園や札幌市内など

を見学し、日程を無事に

終了しました。 

 

北海道端野町訪問団
派遣事業 事業報告 

 

端野町での様子「1 日目」 

 

 

↑対面式 

 

↑北見市消防署 

 

↑きたみﾌｧﾐﾘｰﾗﾝﾄﾞ 

 

 

↑きたみﾌｧﾐﾘｰﾗﾝﾄﾞ 

 

 

↑北見市消防署 

端野町での様子「２日目」 

 

↑カーリング体験 
 

↑カレーライス調理 
 

↑ｱﾄﾞｳﾞｨｯｸｽ常呂ｶｰﾘﾝｸﾞﾎｰﾙ前 

 

↑玉ねぎ収穫 

 

↑玉ねぎ収穫 

丸森小学校 5 年 古川 菜祐 

対面式では、端野町の子ども達に迎えられました。どういう人達かなと思っていたら、

とっても優しく明るい人達でした。北見ファミリーランド 

では、ジェットコースターを端野町の友達と一緒に乗り楽し 

かったです。 

研修の思い出 
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北海道での様子「３日目」 

北海道での様子「４日目」 

 

 

 

クッキー絵付体験 

 

 

↑旭山動物園で記念撮影 

 

↑あざらし館 

 

↑ぺんぎん館 

 

 
 

 

 

 

 

 

↑道の駅おんねゆ温泉 

カラクリハト時計 

白い恋人パークで記念撮影 

 

 

 

↑↓羊ヶ丘展望台 

 

 

↑ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱﾑ 

 

↑大倉山ジャンプ競技場 

 

↑↓到着式 

 

大張小学校６年 佐藤 杏純 

研修 3 日目。朝にお別れ式をしていて端野の友達

が見送りに来てくれたので、寂しかったけど嬉し

かったです。旭山動物園では、 

あざらしやぺんぎんなどを見て 

写真を沢山撮れて良かったです。 

大内小学校６年 佐藤 萌 

この 3 泊 4 日の研修で私は、沢山友達が出来、ま

た北海道と丸森の違いも知ることが出来てとても

良かったと思います。この「丸森 

子ども交流事業」に応募して良か 

ったです。 

研修の思い出 

  

 



  丸森町姉妹都市交流協会 会報 「きずな －絆―」 №20 

＊姉妹都市交流協会について＊ 

 当協会は、姉妹都市（友好都市を含みます。）との交流を通じて、教育・文化・スポーツ等の交流を行い、国外・国内を問わず相互の友好を深

め、もって姉妹都市との友好を図るとともに、丸森町のまちづくり推進に寄与するために設置された団体です。 

姉妹都市交流・国際交流に興味のある方ならどなたでもＯＫです。是非お知り合いの方にもお声掛けください。 

会員特典として、会員が端野町を訪問した場合（旅行の際の立ち寄りも可）会員一人当たり 5,000円を助成します。 

（ただし、年間一人一回限りです。） 

○個人会員年会費：2,000 円    ○法人会員年会費：8,000 円     ※ 詳しくは、事務局までご連絡ください。 

 

 

 

姉妹都市「北海道北見市端野町」への 

一般交流団員を募集します！ 

 

○派遣期間：平成２６年１０月１８日（土） 

～２０日（月）【２泊３日】 

○内容：「たんの農業物産フェア」への参加や物産販

売などをとおしての交流（北見市端野町視察など） 

○一般交流団員を１５名募集します。 

○応募資格：会員であれば、どなたでも参加可能です。 

※ただし、申込者多数の場合は選考を行いますので

ご了承ください。 

○参加負担金：４０，０００円程度 

※旅行代金 8 万円の１/２以内の金額を助成します。 

○申込方法：印鑑持参の上、事務局窓口にて申込書

を記入願います。 

○募集期間：平成２６年９月１日(月) 

～９月１０日(水) 

☆申込先☆ 丸森町姉妹都市交流協会事務局 

（電話 72-3024 FAX 72-1540） 

丸森町姉妹都市交流協会事務局 

住所：宮城県伊具郡丸森町字鳥屋１２０番地 

（丸森町役場 企画財政課内） 

電話：0224-72-3024  Fax：0224-72-1540 

E-mail：kikaku@town.marumori.miyagi.jp 

事務局長 粟野 由三 

S T A F F 長門 修・水上博一・安達 勉 

菅野 寛・佐藤 歩 

新規会員募集中 

ヘメット市へ親善訪問団員の募集について 

○研修期日：平成２７年 3月末～4月上旬 

（春休み期間を予定） 

○内  容：ホームステイ（又はホテル滞在）と 

現地中学校への体験入学 

○派遣団員：丸森中学校の２年生（定員８名以内） 

○参加負担金：100,000 円 

○募集期間（予定）：平成２６年 9 月１１日(木) 

～２５日(木) 

◎応募方法等については、丸森中学校を通じて配布 

する募集要項をご確認ください。 

☆試験(作文,面接)による団員選考会を開催します。 

※詳細については現在調整中ですので、内容等の 

変更についてはあらかじめご了承願います。 

 

参加者募集!！ 
 

 

↑グランドキャニオン 

↓ホームステイ先にて 

 

【編集後記】 

子どもたちは、様々な交流活動を通して絆を深め、とても仲良くなれたよ

うです。これからもずっと仲良くしてもらいたいものです。 

今後も物産交流など端野町との交流事業は続きます。 

大人の方々も物産交流を通して端野町との交流を深めてもらいたいと思

っております。残暑厳しき折、会員の皆さまにおかれましては体調管理を

十分に行い、ご自愛ください。  スタッフ一同 


